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日本デジタル教科書学会第５回年次大会
（京都大会）御礼

片山 敏郎 会長 上田 昌史 大会実行委員長

　京都産業大学むすびわざ館で開催されました日本デジタル教科

書学会　第 5 回年次大会（京都大会）は全日程が無事に終了い

たしました。また、地元の関心も高く、開催翌日の月曜日には京

都新聞社朝刊に写真入りの記事で報道がありました。

　ご参会くださいました皆様、賛助いただいた 16 社の企業およ

び開催援助を頂いた京都産業大学、スタッフの皆様をはじめ、応

援くださいました全ての皆様に心より御礼申し上げます。

　参加者数は、実数で 208 名でした。のべ人数だと 300 名を超

えました。このように多くの方々が大会を通して学び、交流する

ことができました。

　東北学院大学の稲垣忠先生、元 Google 副社長の村上憲郎氏に

よる２つの基調講演、韓国の曺 圭福氏の特別講演、京都府警察

本部サイバー犯罪対策課 担当係長様および（株）ラックの七条麻

衣子氏からの特別セミナーと素晴らしいご講演をいただくことが

できました。

　研究発表は、合計 49 件ありました。課題研究発表、一般研究

発表、ポスター発表、どれもが研究として大変優れたものでした。

発表予稿集は今年も近日中にオープンアクセスで公開予定です。

　４つのワークショップも素晴らしいものでした。思考ツー

ルワークショップでは（株）ロイロノート社長の杉山浩二様、

kangaroo 開発者である（株）エレファンキューブの三浦学様から、

体験を通して楽しくツールの有用性を教えていただきました。杉

本真樹先生の VR ワークショップは、内容とプレゼン力が圧巻！

大評判でした。プログラミングの第一人者である阿部和広先生に

よるプログラミングワークショップは、pyonkee やラズベリーパ

イを用いて、プログラミングの楽しさ溢れる内容でした。住ノ江

修さんによるキーノートを用いた教材作成ワークショップは、圧

倒されるコンテンツで、充実した内容でした。

　そして、今回新たな試みとして、若手の実践者や研究者を発掘

し、その活動を後押しすることを目的として若手優秀賞と若手奨

励賞を設けました。審査員による慎重な審査の結果，若手優秀賞

は佐藤和紀さん、若手奨励賞は板垣翔大さん、町村竜平さんおよ

び比留川愛梨さんが受賞しました。
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　舟盛り、京の地酒およびクラフトビール、有名店のコーヒーサービス等を取りそろえた手作りの懇親会にも 80 名

を越える参加を頂きました。参加者の皆様にも懇親会運営をお手伝い頂きありがとうございました。また、定例総会

も滞りなく行われました。理事に新メンバーも加わり、さらに充実した運営体制になります。

　さて、来年度は、皆さんの要望が強かった東京大会となりました。会場は、第一回と同じ、青山学院大学です。さ

らに大規模な大会になると思います。しっかりと準備をして盛大に執り行いますので、どうぞ楽しみになさってくだ

さい。今後とも日本デジタル教科書学会をよろしくお願いいたします。

日本デジタル教科書学会　会長　片山敏郎

　　　　　　　　　　　　　　第５回年次大会（京都大会）大会実行委員長　上田昌史    
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町村 竜平 さん、比留川愛梨 さん（帝京大学教育学部）左から３、４人目
（東京都杉並区立高井戸東小学校） 板垣 翔大 さん（東北大学大学院情報科学研究科）左から 6 人目

■ 研究プロジェクト・研究グループへの研究費助成について
　本学会では、会員の研究活動を支援するために、研究プロジェクト・研究グループへの研究費助成を行っております。

　会員の皆様の積極的な応募をお待ちしております。研究プロジェクトへの助成額は最大１０万円、研究グループの

助成額は最大５万円です。研究プロジェクトでは本学会論文誌への投稿と本学会年次大会における発表、研究グルー

プでは本学会年次大会における発表を求めるなど、応募の条件があります。詳細は学会ウェブサイト（http://js-dt.

jp/research_support/）をご覧ください。申請は随時受け付けております。ただし、本学会の研究助成に関する年度

予算額の上限に達した時点で受付を終了いたしますのでご了承ください。皆様の積極的な取り組みを期待いたします。

■ 研究会開催助成について

　今年度の会員の年度更新がお済みでない方は、会員専用ページ　https://js-dt.sakura.ne.jp/member/　にログイン

いただき、年度更新の手続きをした上で、会費のご納入を、よろしくお願いします。ご不明な点がございましたら、

学会事務局までメールでお問い合わせください。どうぞよろしくお願いいたします。

　本学会では、会員の皆様の主体的な研究会の開催支援、研究活動の活性化、研究の発展、会員相互の連携を促進す

ること等を目的に研究会開催助成を行っております。申請に関する詳細は本学会ウェブサイト

（http://js-dt.jp/seminar_support/）をご確認下さい。会員の皆様の積極的な応募をお待ちしております。

■ 年度更新のご案内


